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談
支
援
で
は
引
き
続
き
市
民

の
た
め
気
配
り
、
丁
寧
な
対

応
で
長
引
く
コ
ロ
ナ
を
乗
り

越
え
、
誰
も
が
住
み
続
け
た

い
平
和
都
市
川
越
で
あ
る
こ

と
を
願
い
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛　
　
成

【
公
明
党
】

　

予
算
編
成
に
お
い
て
、
歳

入
総
額
と
歳
出
の
要
求
総
額

と
の
乖
離
額
が
約
90
億
６
千

万
円
あ
っ
た
中
で
、
歳
出
の

要
求
内
容
の
精
査
を
行
う
と

と
も
に
経
費
の
圧
縮
を
図
る

際
、
市
民
生
活
に
関
わ
り
の

深
い
扶
助
費
や
各
種
補
助
金

に
は
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う

に
配
慮
し
た
こ
と
は
評
価
す

る
。

　

ま
た
市
民
生
活
に
直
結
す

る
事
業
が
多
く
あ
る
が
、
川

合
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
最
大
限
の
効
果
が
出

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
旨
を
申
し
上
げ
賛
成

討
論
と
す
る
。

賛　
　
成

【
政
晴
会
】

　

現
在
の
社
会
情
勢
か
ら
、

新
年
度
を
見
通
す
こ
と
は
、

至
難
だ
が
、
懸
命
に
予
算
編

成
に
臨
ん
だ
こ
と
に
敬
意
を

表
す
と
と
も
に
、
「
徹
底
し

た
コ
ロ
ナ
対
策
」
、
「
行
財

政
運
営
の
健
全
化
と
人
財
育

成
」
、
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
向
け
た
取
り
組
み
」
と
い

う
わ
が
会
派
の
提
言
に
対
す

る
措
置
を
高
く
評
価
す
る
。

予
算
案
が
、
暗
雲
漂
う
現
状

に
立
ち
向
か
い
、
市
制
施
行

１
０
０
周
年
の
栄
え
あ
る
節

目
に
ふ
さ
わ
し
い
彩
り
を
添

え
、
晴
れ
や
か
な
将
来
を
見

通
す
一
助
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛　
　
成

【
無
所
属
】

　

市
民
女
性
は
「
川
合
市
長

に
カ
ラ
オ
ケ
を
強
要
さ
れ
、

胸
・
臀
部
を
触
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
川
合
市
長
の
性
暴
力
の

被
害
者
で
す
。
良
識
あ
る
川

越
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
、

請
願
に
賛
成
し
て
く
だ
さ
い
。

私
を
助
け
て
く
だ
さ
い
。
三

上
議
員
さ
ん
、
本
当
の
事
を

言
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
泣

き
な
が
ら
訴
え
て
い
る
。
川

合
市
長
、
三
上
議
員
は
市
民

へ
の
説
明
責
任
が
あ
る
。

請
願
第
１
号

問問
川
越
市
総
合
計
画
は
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
含
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
考
え
で
作
ら
れ
た
。
女

性
の
活
用
が
実
現
し
な
か
っ

た
理
由
は
何
か
伺
う
。

答
副
市
長
の
人
選
に
当
た
っ

て
は
、
男
性
に
限
ら
ず
、
女

性
も
含
め
、
本
市
の
行
政
課

題
を
考
慮
し
、
そ
の
重
責
を

担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
人
で
あ

る
か
を
基
準
と
し
て
検
討
し

た
。
そ
の
結
果
、
宮
本
氏
が

適
任
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

問問
今
後
市
政
運
営
に
女
性
の

ニ
ー
ズ
や
意
見
を
ど
の
よ
う

に
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
。

答
管
理
職
や
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
へ
の
女
性
登
用
等

を
積
極
的
に
推
進
し
、
女
性

の
視
点
が
市
政
運
営
に
生
か

さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問問
副
市
長
の
人
選
で
公
募
す

る
場
合
の
課
題
は
何
か
。

答
書
類
の
記
載
内
容
や
限
ら

れ
た
時
間
の
面
接
の
み
で
副

市
長
を
任
せ
ら
れ
る
人
材
で

あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問問
埼
玉
県
か
ら
長
年
に
わ
た

り
副
市
長
を
迎
え
て
い
た
理

由
は
。

答
私
が
市
長
に
就
任
し
た
平

成
21
年
以
降
、
２
人
体
制
の

下
で
、
１
人
は
市
の
行
政
に

精
通
す
る
人
、
も
う
１
人
は

他
の
組
織
の
経
験
が
あ
る
人

で
外
部
か
ら
川
越
市
行
政
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
人
と
い

う
考
え
方
で
、
県
か
ら
派
遣

を
し
て
も
ら
っ
て
き
た
。

問問
任
期
を
迎
え
る
副
市
長
の

再
任
を
求
め
な
い
の
は
、
一

定
の
役
割
を
終
え
た
と
い
う

認
識
で
よ
い
か
。

答
私
と
し
て
は
続
投
を
望
ん

だ
が
、
本
人
が
望
ま
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。

　

今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

反　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　

国
の
予
算
で
の
コ
ロ
ナ
対

策
も
感
染
拡
大
を
抑
制
で
き

ず
、
陽
性
者
へ
の
対
応
も
遅

れ
市
民
は
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
重
要
な
方
針
が
補
正
予

算
で
後
出
し
さ
れ
審
議
が
不

十
分
で
あ
る
。
教
育
、
福
祉

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
効
果
や
課
題
が

不
明
確
な
状
況
で
民
間
へ
の

委
託
は
危
険
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
予
算
は

１
億
円
を
超
え
る
が
普
及
率

は
４
割
に
満
た
な
い
。
市
民

の
困
難
に
寄
り
添
い
大
局
的

立
場
に
立
っ
て
自
覚
あ
る
市

の
業
務
向
上
を
求
め
る
。

賛　
　
成

【
自
由
民
主
党
】

　

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
福

議
案
第
24
号

祉
や
子
ど
も
子
育
て
支
援
、

生
活
基
盤
の
整
備
や
市
制
施

行
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に

重
点
的
に
財
源
配
分
を
し
て

い
る
。
特
に
わ
が
会
派
の
要

望
に
も
あ
る
コ
ロ
ナ
対
策
と

社
会
経
済
活
動
の
再
生
、
災

害
に
強
い
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
、
少
子
高
齢
化
社
会

で
の
福
祉
の
充
実
な
ど
、
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
は
高
く
評
価
す
る
。

　

市
制
施
行
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
本
年
は
、
川
越
市
が

未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
大

切
な
１
年
で
あ
る
と
考
え
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
は
じ
め

先
行
き
が
不
透
明
な
社
会
経

済
情
勢
だ
が
、
川
合
市
長
の

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
、
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

賛　
　
成

【
無
所
属
】

　

給
与
や
企
業
収
益
の
持
ち

直
し
等
で
過
去
最
大
の
予
算

で
あ
る
。
多
様
性
を
認
め
合

い
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ

う
川
越
市
全
体
で
取
り
組
み
、

市
制
１
０
０
周
年
に
ふ
さ
わ

し
い
事
業
を
行
う
べ
き
。
相

同
意
第
１
号

副
市
長
の
選
任

【
無
所
属
】【
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

討
　
論
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